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私の視点
ガールスカウトの森林づくりをして…
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美しい森林づくり
中越地区直轄地すべり防止事業の実施状況

治山課 課長補佐 神 林 弘 之 



も            

り

も            

り

美
し
い
森
林
づ
く
り

美
し
い
森
林
づ
く
り

も            

り

平
成
16
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
に
よ
り
、
長
岡
市
、
小
千
谷
市
等
を
中

心
と
し
た
民
有
地
の
山
間
地
域
で
大
規
模

な
地
す
べ
り
が
多
数
発
生
し
、
集
落
、
道

路
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
、
新
潟
県
の
要
請
を
受
け

て
被
災
地
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
平

成
17
年
度
よ
り
「
中
越
地
区
直
轄
地
す
べ

り
防
止
事
業
」
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、

関
東
森
林
管
理
局
中
越
森
林
管
理
署
が
事

業
を
実
施

す
る
こ
と

と
な
り
ま

し
た
。地

す

べ
り
を
防

止
す
る
た

め
の
工
事

は
、
地
す

べ
り
地
の

地
形
を
変

化
さ
せ
た

り
、
地
下

水
を
排
除

す
る
等
に

よ
り
、
地

す
べ
り
の

滑
動
力
を

軽
減
し
、

抵
抗
力
を

高
め
る
工

事
（
抑
制

工
）
と
、
構
造
物
に
よ
り
、
地
す
べ

り
の
移
動
を
直
接
抑
え
る
た
め
の
工

事
（
抑
止
工
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

中
越
に
お
け
る
抑
制
工
と
し
て

は
、
治
山
ダ
ム
工
（
地
す
べ
り
斜
面

の
末
端
部
に
設
置
し
、
地
す
べ
り
の

移
動
と
不
安
定
土
砂
の
流
出
を
防

止
）、
排
土
工
（
地
す
べ
り
の
斜
面

頭
部
の
土
塊
を
除
去
す
る
こ
と
に

よ
り
地
す
べ
り
の
滑
動
力
を
軽
減
）、

押
え
盛
土
工
（
地
す
べ
り
斜
面
の
末

端
部
に
盛
土
を
し
、
地
す
べ
り
へ
の

（
長
岡
市

半
蔵
金
）、

風
口
地
区

（
長
岡
市
山

古
志
種
芋

原
）、
妙
見

地
区
（
長

岡
市
妙
見

町
）、
楢
ノ

木
地
区
・

冷
子
沢
地

区
（
長
岡

市
山
古
志

南
平
）
及
び
朝
日
地
区
（
小
千
谷
市
浦
柄
）

の
９
地
区
に
お
い
て
、
約
75
億
円
の
工
事

を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
呼
坂
地
区
、
浦

ノ
山
地
区
は
、
平
成
19
年
度
に
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
当
該
地
区
の
施
工
効
果
判
定

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
受
け

て
新
潟
県
に
移
管
す
る
予
定
で

す
。さ

ら
に
、
21
年
度
に
は
、
風

口
・
冷
子
沢
地
区
も
完
成
す
る

予
定
で
す
。

今
後
は
下
屋
敷
地
区
（
小
千

谷
市
小
栗
山
）
及
び
中
つ
る
め

地
区
（
小
千
谷
市
ひ
生
）
に
随

時
着
手
し
て
、
早
期
に
復
旧
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

治
山
課 

課
長
補
佐

神
林

弘
之

中
越
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
の
実
施

抵
抗
力
を
増
大
し
て
斜
面
を

安
定
）、
横
孔
ボ
ー
リ
ン
グ

排
水
工
（
地
上
か
ら
ボ
ー
リ

ン
グ
し
、
浅
い
層
に
あ
る
地

下
水
を
排
除
）
及
び
集
水
井

（
し
ゅ
う
す
い
せ
い
）
工
（
井

戸
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
ボ
ー

リ
ン
グ
し
て
深
い
層
に
あ
る

地
下
水
を
排
除
）
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

抑
止
工
と
し
て
は
、

ア
ン
カ
ー
工
（
不
動
岩

盤
ま
で
挿
入
し
た
鋼
材

（
よ
り
線
）
に
よ
り
、
不
動
岩
盤
と

地
す
べ
り
土
塊
を
連
結
し
て
引
っ

張
り
力
で
斜
面
を
安
定
）
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

  

全
体
計
画
は
期
間
が
10
年
間
、
事

業
費
約
１
６
２
億
円
で
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
20
年

度
ま
で
に
、

貫
（
つ
な

ぎ
）
地
区

（
長
岡
市
濁

沢
町
）、
呼

坂
地
区
（
小

千
谷
市
小

栗
山
）、
浦

ノ
山
地
区

（
小
千
谷
市

浦
柄
）、
滝

之
上
地
区

横孔ボーリング排水工（風口地区）

集水井工（妙見地区） 

集水井内部

アンカー工（呼坂地区）
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

自然環境モニタリング会議の開催	
12月９日（月）に平成20年度第１回自然環境モニタリン

グ会議が開催されました。この会議は、「赤谷の森」におけ
る植生管理や猛禽類の調査など多方面にわたる調査内容を
統括し、赤谷プロジェクトの活動について科学的立場から助
言していくために設置・開催されています。

今回は、科学的根拠に基づき生物多様性復元に取り組む
ため、平成16年度に策定された赤谷プロジェクト「自然環
境モニタリング基本方針」の進捗状況と課題、次期地域管理
経営計画への赤谷プロジェクトの成果の反映等について話し
合われました。
  その中で、「モニタリングが単なる生態調査に終わらないよ
うモデル性を意識すべき。」また、「限られた人的資源や時間
的制限の中で調査内容に優先順位をつけるべき。」「次期地域
管理経営計画策定にあたって地域の方々への周知の手法に
ついてよく検討すべき。」などの意見がありました。

特に、赤谷プロジェクトの成果をどのように次期地域管
理経営計画に反
映させていくか
は、来年度にか
けての重要な課
題であり、引き
続き議論を深め
検討を進めたい
と考えておりま
す。

亀山座長を囲んでの議論

千葉森林管理事務所との連携	

千葉森林管理事務所とは上下流交流の取
組の一環として、環境教育の分野で連携して
おり、毎年、千葉市内の中学生を対象に千葉
森林管理事務所で森林・林業に関する事前教
育を行った後、「赤谷の森」で赤谷プロジェ
クトをテーマとした環境教育を行っていま
す。

このため、12月15日（月）、16日（火）
に千葉森林管理事務所担当者が赤谷プロジェ
クトの活動拠点である「いきもの村」等の視
察や千葉市の施設「高原千葉村」で、千葉村
担当者や赤谷センター職員と来年度の環境教
育実施に関する打合せを行いました。

高原千葉村での打合せ

「赤谷の日」の炭焼き	
平成17年度から実施している炭焼き体験を12月６日（土）、７

日（日）の「赤谷の日」に赤谷プロジェクトの活動拠点「いきも
の村」に設置してある炭窯において実施しました。

この炭焼き体験は、赤谷プロジェクトのテーマの一つである「伝
統技術の継承」を目的として行っており、今回はサポーターが中
心となり、地元の炭焼き名人の
笛木さん、林さんの助言を頂き
ながら、「いきもの村」に生えて
いたニセアカシアを利用して、
炭焼きに併せて新たに木酢液の
採取に挑戦しました。

炭焼き体験、出来上がった炭
や木酢液については、サポーターの方々と相談しながら、環境教育、里山と
人とのつながり、地元の人との交流のきっかけづくりなど赤谷プロジェクト
の活動の中で活用していきたいと考えています。 木酢液の作成

炭焼きの様子
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各
署
だ
よ
り

各
署
だ
よ
り

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林
か
ら
採
っ
て

き
た
様
々
な
素
材
を
使
っ
て
工
作
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
森
林
に
親
し
み
を
持
っ
て

頂
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、「
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
当
所
の
人
気

企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
所
の
リ
ー
ス
工
作
は
、
ア
ケ
ビ
等
の

つ
る
を
あ
ら
か
じ
め
輪
に
し
て
お
い
た
リ

ー
ス
の
土
台
に
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
葉
、

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
、
ド
ン
グ
リ
等
を
手
芸
用

ワ
イ
ヤ
ー
と
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
を
使
っ
て
飾

り
付
け
て
い
き
ま
す
。

材
料
は
職
員
が
地
道
に
集
め
て
き
た
も

の
で
、「
な
か
な
か
個
人
で
は
集
め
ら
れ
な

い
天
然
の
も
の
が
た
く
さ
ん
揃
っ
て
い
る
」

と
参
加
者
か
ら
大
変
好
評
で
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、「
完
成
イ
メ
ー
ジ
が

12
月
17
日
（
水
）、
日
光
市
の
小
倉
山
国

有
林
に
お
い
て
、
栃
木
県
、
日
光
市
、
鹿

沼
市
、
佐
野
市
、
益
子
町
、
７
林
業
事
業

体
参
加
の
も
と
、
列
状
間
伐
現
地
検
討
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

  

現
地
は
、
41
年
生
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
で
、
５
㍍
幅
を
伐
採
し
10
㍍
幅
を
残

す
列
状
間
伐
の
実
施
箇
所
で
す
。

検
討
会
で
は
、
署
か
ら
列
状
間
伐
の
特

列
状
間
伐

現
地
検
討
会
を
開
催

日
光
署

色
に
つ
い
て
説
明
し
た
の
ち
、
伐
倒
状
況

や
伐
採
幅
を
利
用
し
て
効
率
よ
く
集
材
す

る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
若
手
で
経
験
が
少
な

く
て
も
、
選
木
・
伐
倒
・
集
材
が
効
率
的

か
つ
安
全
に
行
え
る
。」「
シ
カ
等
の
被
害

箇
所
で
は
、
列
と
併
せ
て
残
存
列
の
被
害

木
も
伐
採
す
る
方
法
が
良
い
。」「
実
施
後

の
経
過
観
察
が
で
き
る
場
所
が
必
要
。」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
列
状
間
伐
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。間

伐
を
実
施
し
た
小
倉
山
は
、
日
光
市

街
地
に
近
く
、
野
鳥
観
察
の
場
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

署
で
は
、
今
回
の
箇
所
に
お
け
る
広
葉

樹
の
更
新
状
況
に
つ
い
て
、
定
点
観
察
を

続
け
て
い
く
こ
と
で
、
列
状
間
伐
の
モ
デ

ル
と
併
せ
て
、
混
交
林
誘
導
の
モ
デ
ル
林

と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
業
務
課
長

益
子
好
恵
）

12
月
10
日
（
水
）
か
ら
12
日
（
金
）
の

３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
一
般
公
募
に
よ
り
、

工
作
教
室
「
第
７
回
ク
リ
ス
マ
ス
☆
リ
ー

ス
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」
を
当
所
に
て
開

催
し
ま
し
た
。、
物
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

自
然
素
材
が
好
き
な
方
が
集
ま
っ
て
、
３

日
間
を
通
し
て
61
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

湧
か
な
い
」「
ワ
イ
ヤ
ー
止
め
が
難
し
い
」

と
苦
戦
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
３

時
間
の
製
作
時
間
が
過
ぎ
る
頃
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
だ
け
の
リ
ー
ス
を
仕
上
げ
、

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

 

（
指
導
普
及
担
当
主
幹

大
野
亜
樹
子
） 

12
月
18
日
（
木
）、
快
晴
の
な
か
、
今
年

度
９
校
目
の
森
林
教
室
「
炭
焼
き
体
験
」

を
城
山
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。

城
山
小
学
校
は
昨
年
に
続
い
て
の
実
施

で
、
校
庭
の
隅
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
固
定
し
た

炭
焼
き
窯
（
伏
せ
焼
き
）
を
作
っ
て
お
り
、

事
前
に
学
校
に
行
っ
て
炭
窯
の
チ
ェ
ッ
ク

と
炭
材
（
竹
）
作
り
の
指
導
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
四
年
生
１
０
０
人
が
３
班
に

わ
か
れ
て
、
①
炭
材
を
詰
め
る
。
②
枯
葉

を
か
ぶ
せ
る
。
③
ト
タ
ン
板
を
か
け
る
。

④
土
を
被
せ
る
。
と
一
連
の
作
業
を
ワ
イ

ワ
イ
言
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
取
組
み
ま

し
た
。

そ
の
後
、
焚
き
口
か
ら
炎
を
窯
の
中
に

入
れ
る
た
め
に
団
扇
で
あ
お
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
大
変
！
「
一
生
懸
命
あ
お
が
な
い

と
窯
の
温
度
が
あ
が
ら
な
い
ゾ
ー
！
」
と

ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
煙
い
な
か

必
死
に
な
っ
て
奮
戦
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
「
炭
の
話
」
と
「
森
林
の
育
て

自
然
素
材
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

千
葉
所

森
林
教
室
を
開
催

高
尾
セ
ン
タ
ー

現地検討会

賑やかに飾り付けられたリース賑やかに飾り付けられたリース賑やかに飾り付けられたリース
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11
月
20
日
（
木
）、
那
須
連
山

の
大
蔵
山
国
有
林
に
あ
る
中
大
倉

山
自
然
観
察
教
育
林
に
お
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
ゴ
ヨ
ウ

ツ
ツ
ジ
群
生
地
の
保
護
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

前
日
か
ら
降
っ
た
20
㌢
の
積
雪

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
栃
木
県
県
北

環
境
森
林
事
務
所
や
那
須
町
・
那

須
町
観
光
協
会
の
職
員
、
宇
都
宮

市
や
地
元
の
住
民
48
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

樹
齢
３
０
０
年
、
３
万
本
の
ゴ

ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
群
生
地
は
喬
木
の
ナ

ラ
、
モ
ミ
の
成
長
に
よ
っ
て
被
圧

さ
れ
、林
内
が
暗
く
、花
芽
の
着
き
も
悪
く
、

立
ち
枯
れ
も
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
の
谷

本
先
生
の
指
導
に
よ
り
、
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ

を
被
圧
し
て
い
る
木
や
枯
損
木
を
伐
倒
し
、

歩
道
沿
い
の
危
険
木
の
除
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
思
っ
た

よ
り
も
、
立
ち
枯
れ
し
て
い
る
木
が
多
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。」「
谷
本
先
生
の

専
門
的
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
有
意

義
だ
っ
た
。」「
こ
の
よ
う
な
企
画
を
来
年

も
ぜ
ひ
開
い
て
ほ
し
い
。」
な
ど
好
評
を
得

ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え

実
行
地
を
拡
大
し
て
、
作
業
の
し
や
す
い

秋
に
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
流
域
管
理
調
整
官

藤
原
孝
吉
）

方
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
皆
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
と
れ
た
て
の
竹
酢
液
を
舐
め
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
の
子
が「〝
マ

ズ
！
〞」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
翌
日
に

は
竹
炭
の
窯
出
し
を
行
い
、
土
を
ど
か
し

な
が
ら
皆
ド
キ
ド
キ
！
出
て
き
た
炭
を
見

て
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

窯
に
水
が
入
っ
て
い
た
り
、
一
緒
に
作
っ

た
花
炭
が
燃
え
た
り
と
い
っ
た
若
干
の
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
あ
と
４
校
で
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
広
報
連
絡
官

幾
久
正
行
）   炭焼き体験をする小学生

ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
の
保
護
活
動

塩
那
署

雪のなか谷本先生の指導に聞きいる参加者

ゴヨウツツジ（シロヤシオツツジ）
開花期６月上旬

国
有
林
の
管
理
経
営
に
皆
様
の
声
を

反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
意
見
や
提
言

を
伺
っ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え

い
た
だ
く
、
平
成
21
年
度
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
21
年
１
月
15
日 （
木
） 

～

平
成
21
年
２
月
25
日 （
水
）

 

郵
便
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
期
間
ま
で
に
必
着
で

お
願
い
し
ま
す
。

必
要
事
項

 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
住
所
（
郵
便
番

号
）、
電
話
番
号
、
職
業
、
モ
ニ

タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募

の
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

 

申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kanto.
kokuyurin.g

o.jp

）
を
ご
覧
下

さ
い
。

○
そ
の
他

お
問
い
合
せ
先

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

（
℡ 

０
２
７―

２
１
０―

１
１
５
０
）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
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の
申
請
候
補
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
の
中
に
は
ジ
オ
サ
イ
ト
と
い
う
、

特
徴
が
観
察
で
き
る
箇
所
が
設
定
さ
れ
て

い
て
、
国
有
林
内
に
も
ジ
オ
サ
イ
ト
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
標
高
２
、０
０
０
㍍
に

あ
る
鉱
山
跡
や
見
事
な
断
層
が
見
ら
れ
る

渓
谷
な
ど
、
対
外
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
な
か
っ
た
箇
所
で
、
今
後
入
込
客
の
増

加
を
通
し
て
、
国
有
林
が
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

高
田
、
糸
魚
川
の
国
有
林
は
共
に
集
落

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で

目
立
っ
た
事
業
も
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
少
し
で
も
国
有
林
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
森
林
官
と

し
て
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
れ
は
長
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

林
野
庁
が
協
定
を
結
ん
で
作
設
し

た
歩
道
で
、
長
野
と
新
潟
の
県
境

を
形
成
す
る
関
田
山
脈
の
稜
線
上

に
あ
り
、
総
延
長
80
㌔
㍍
に
及
ぶ

全
線
が
昨
年
９
月
に
開
通
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
地
域
振
興

を
図
ろ
う
と
、
地
元
か
ら
、
昔
使

わ
れ
て
い
た
国
有
林
野
を
通
る
峠

道
を
、
ト
レ
イ
ル
へ
の
接
続
道
と

し
て
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
、
今
年
度
は
地
元
の
方
と

同
行
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
稜
線
近
く
に
は
ほ
と

ん
ど
人
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
せ
い

か
、
立
派
な
ブ
ナ
林
が
多
く
あ
り
、

ま
た
、
遠
く
に
見
え
る
日
本
海
や
長
野
の

山
並
み
が
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

一
方
、
糸
魚
川
事
務
所
で
は
、
今
年
度
、

糸
魚
川
市
全
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
学
的
に
特
徴
の

あ
る
場
所
を

複
数
も
ち
、

地
域
全
体
で

教
育
や
産
業

の
振
興
の
た

め
に
活
用
し

て
い
る
所
が

認
定
さ
れ
る

も
の
で
、
同

時
に
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
へ

分
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
さ
ら
に
７
月
か
ら
10
月
ま
で

の
４
ヶ
月
し
か
道
路
が
開
通
し
て
い
な
い

箇
所
も
あ
り
、
年
度
始
め
か
ら
計
画
的
に

業
務
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
海
が
近
い
た
め
か
雪
質

が
重
く
、
５
０
０
㌶
足
ら
ず
し
か

な
い
人
工
林
も
毎
年
の
よ
う
に
雪

折
れ
で
間
引
か
れ
、
残
っ

た
も
の
も
激
し
い
根
曲
が

り
を
お
こ
し
て
い
て
、
見

る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

何
と
か
雪
の
被
害
を
減
ら

せ
る
よ
う
な
施
業
は
な
い

か
と
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
管
内
の
最
近
の
話
題
と

し
て
、
高
田
事
務
所
で
は
信
越
ト

レ
イ
ル
の
全
線
開
通
が
挙
げ
ら
れ

今
回
は
、
私
が
森
林
官
を
勤
め
る
高
田
、

糸
魚
川
両
森
林
事
務
所
を
紹
介
し
ま
す
。

管
轄
す
る
国
有
林
は
新
潟
県
南
部
の

上
越
市
、
糸
魚
川
市
、
妙
高
市
、
十
日

町
市
松
之
山
に
あ
り
、
高
田
事
務
所
に

約
８
、０
０
０
㌶
、
糸
魚
川
事
務
所
に
約

１
６
、０
０
０
㌶
、
２
事
務
所
合
わ
せ
て
約

２
４
、０
０
０
㌶
の
面
積
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
多
く
が
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
中
部
山
岳
・
上
信
越
と
い
う
二
つ

の
国
立
公
園
の
ほ
か
、
国
定
公
園
が
一
つ
、

県
立
公
園
が
三
つ
あ
り
、
保
安
林
率
は
約

98
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し

て
は
、
局
管

内
で
も
有
数

の
豪
雪
地
帯

で
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

降
雪
量
そ
の

も
の
も
大
変

な
も
の
で
す

が
、
多
く
の
場
所
が
標
高
８
０
０
㍍
以
上

の
高
海
抜
地
域
に
位
置
し
、
集
落
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
に
除
雪
も
入
ら
ず
、
例
年

11
月
下
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
、
年
の
半

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

上
越
森
林
管
理
署  

高
田
森
林
事
務
所

  

森
林
官

栗

本

誠

一

ブナの芽吹きは早い

ジオサイトのひとつ海谷渓谷

北アルプスの北限、雪倉・朝日岳

米山山頂より頸城平野と日本海
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（
７
種
類
）
を
５
０
０

本
、
下
方
に
は
ス
ギ

の
木
を
１
、０
０
０

本
植
え
ま
し
た
。

春
、
夏
、
秋
と
下

草
刈
り
や
蜂
誘
引
、

名
札
付
け
、
補
植
、

歩
道
整
備
と
毎
回
楽

し
み
な
が
ら
作
業
を

続
け
て
幼
い
苗
木
を

守
り
ま
し
た
。
ス
ギ

の
木
は
５
・
６
㍍
の

高
さ
に
伸
び
ま
し
た
。
広
葉
樹
は
ま
だ
ま

だ
下
草
刈
り
が
必
要
の
よ
う
で
す
。

10
月
５
日
、「
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
に
ス
カ

ウ
ト
達
が
バ
ス
３
台
に
乗
っ
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
始
め
て
参
加
す
る
子
、
毎
年
参

加
し
て
い
る
子
で
は
山
の
歩
き
方
が
違
い

ま
す
。
前
回
の
６
月
は
作
業
の
途
中
で
雨

が
降
り
、
そ
の
た
め
今
回
は
草
丈
が
伸
び

て
手
応
え
の
あ
る
作
業
に
な
り
ま
し
た
。

昼
食
の
後
は
森
林
教
室
で
す
。
森
の
紙
芝

居
、
火
お
こ
し
、
種

と
ば
し
、
自
然
観
察
、

ヒ
ノ
キ
の
丸
太
切
り
、

そ
れ
を
紙
ヤ
ス
リ
で

磨
き
温
度
計
を
貼
り

可
愛
い
ク
ラ
フ
ト
作

り
、
隣
接
す
る
ス
ギ

林
を
借
用
し
て
木
と

木
に
ロ
ー
プ
を
結
び

ロ
ー
プ
渡
り
、
間
伐

さ
れ
た
ス
ギ
の
木
を

重
ね
交
差
さ
せ
て
シ
ー
ソ
ー
遊
び
な
ど
、

自
然
の
中
で
学
び
と
遊
び
の
恩
恵
を
身
体

全
体
で
受
け
と
め
て
帰
り
ま
し
た
。

こ
の
「
森
づ
く
り
」
を
一
年
一
年
積
み

重
ね
て
い
く
中
で
、
ス
カ
ウ
ト
達
は
内
容

を
深
め
経
験
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
、

鉈
、
鋸
等
の
道
具
の
扱
い
方
や
安
全
に
つ

い
て
も
体
得
し
、
さ
ら
に
森
の
偉
大
な
力
、

役
割
そ
し
て
空
気
や
水
や
地
球
の
た
め
に

自
分
た
ち
が
で
き
る
自
然
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め

に
、
私
達
は
千
葉
森
林
管

理
事
務
所
の
ご
指
導
を
受

け
て
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
「
ス
カ
ウ
ト
の
森
」
を

守
る
作
業
を
続
け
て
参
り
ま

す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
千
葉
県
支
部

千
葉
地
区
協
議
会  

会
長

堀
谷

陽
子

「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

森
林
づ
く
り
を
し
て
…
」

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で

千
葉
森
林
管
理
事
務
所
の
所
長
様
は
じ
め

職
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
を
受
け
て

皆
伐
さ
れ
た
木
更
津
市
の
国
有
林
で
森
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
13
年
２
月
、

山
の
傾
斜
面
の
登
り
降
り
や
冬
場
の
悪
天

候
な
ど
の
自
然
条
件
と
戦
い
な
が
ら
不
慣

れ
な
厳
し
い
地
拵
え
作
業
を
ク
リ
ア
し
て

４
月
、
植
樹
祭
を
し
ま
し
た
。
山
の
上
方

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
の
広
葉
樹

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
「
少
女
と
若
い
女

性
が
責
任
あ
る
地
球
市
民
と
し
て
自
ら
考

え
行
動
で
き
る
人
と
な
る
」
こ
と
を
目
ざ

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
活
動
の

中
で
自
然
に
親
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

夏
期
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
様
々
な

野
外
活
動
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
は
「
チ
ー
ム
マ
イ

ナ
ス
６
㌫
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ

ク
ル
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
環
境
に
優
し
い

洗
剤
作
り
、
エ
コ
運
動
等
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
性
を
生
か
し
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
私
た
ち
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
地
区

は
地
球
温
暖
化
、
環
境
問
題
な
ど
叫
ば
れ

て
い
る
今

日
、
空
気
の

こ
と
、
水
の

こ
と
、
そ
し

て
私
達
の
地

球
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ

た
め
に
…
具

体
的
な
活
動

と
し
て
森
づ

く
り
に
取
組

視点
私の

平成13年２月 地拵え

平成13年４月 ガールスカウトの森
植樹祭・グリーンフェスティバル

平成20年10月 下草刈り

平成20年10月
森の遊園地と手作り温度計
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

　

洋
酒
、
ビ
ー
ル
、
清
涼

飲
料
水
の
総
合
企
業
で

あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会

社
（
本
社
・
大
阪
市
）
と

群
馬
森
林
管
理
署
は
、
群

馬
県
渋
川
市
赤
城
町
に

所
在
す
る
赤
城
山
国
有

林
の
１
、３
０
０
㌶
に
つ

い
て
、
多
様
な
活
動
推
進

の
森
と
す
る
こ
と
と
し
、

昨
年
12
月
25
日
に
関
東

森
林
管
理
局
に
お
い
て
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
「
天
然
水

の
森　

赤
城
」
と
命
名
さ

れ
た
赤
城
山
西
麓
の
広
大

な
こ
の
森
林
（
皇
居
の
約

11
倍
の
面
積
）
は
、
同
県

サントリー株式会社と群馬森林管理署が
「多様な活動推進の森」の協定を締結

発
行
所　

 

関
東
森
林
管
理
局

編　

集　

 

総　
　

務　
　

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
７) 

２
１
０
―
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ(

０
２
７) 

２
１
０
―
１
１
５
９

の
協
力
を
得
て
、
機
能
向
上
や
山
村
・
林

業
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
の
整
備
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
鳥
井
信
吾
代
表
取
締
役

副
社
長
と
中
岡
茂
群
馬
署
長
が
協
定
書
に

署
名
、
そ
の
あ
と
鳥
井
副
社
長
か
ら
「
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
た
赤
城
山
で
活
動
で
き

る
の
は
大
き
な
喜
び
で
す
。」
小
林
局
長
か

ら
「
将
来
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
の
重
要

な
実
験
と
考
え
て
い
ま
す
。」
木
暮
治
一
渋

川
市
長
か
ら
「
自
然
を

大
切
に
す
る
市
民
の
育

成
に
は
ず
み
が
つ
き
ま

す
。」
と
い
う
主
旨
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

近
い
う
ち
に
、
学
識

経
験
者
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

サ
ン
ト
リ
ー
、
群
馬
森
林
管
理
署
、
群
馬

県
、
渋
川
市
、
地
元
の
学
校
な
ど
か
ら
な

る
「
赤
城
１
０
０
年
の
森
づ
く
り
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、具
体
的
活
動
の
企
画
、運
営
、

調
整
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
群
馬
署  

流
域
管
理
調
整
官  

今
井
邦
彦
）

　

大
井
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
地

は
、
糸
魚
川―
静
岡
構
造
線
と
中
央
構
造

線
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
質
が
極
め

て
脆
弱
で
あ
り
、
降
水
量
が
多
い
こ
と
等

か
ら
風
化
浸
食
が
顕
著
で
、
当
セ
ン
タ
ー

が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
２
、０
０
０

箇
所
以
上
の
崩
壊
地
が
あ
り
ま
す
。
面

積
が
約
38
㌶
、
平
均
幅
３
０
０
㍍
、
斜
長

１
、２
６
３
㍍
、
平
均
傾
斜
35
度
の
大
規
模

崩
壊
地
で
あ
る
赤
崩
も
、
こ
の
よ
う
な
崩

壊
地
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
写
真
は
平
成
20
年
10
月
に
赤
崩
の

最
上
部
か
ら
崩
壊
地
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
崩
壊
地
の
上
部
へ
行
く
ま
で
に
３
時

間
も
か
か
り
、
秋
だ
と
い
う
の
に
タ
オ
ル

で
は
ふ
き
取
れ
な
い
ほ
ど
の
汗
を
か
い
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
迫

力
あ
る
１
枚
を
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

写
真
上
部
に
は
小
さ
く
赤
い
橋
（
畑
薙

橋
）
が
見
え
ま
す
が
、
昭
和
57
年
８
月
に

発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ
る
土
石
流
で
こ

の
橋
の
先
代
が
流
出
す
る
と
い
う
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
現
在
も
当
事
業
地
内
の

崩
壊
地
か
ら
は
土
砂
が
流
出
し
、
赤
崩
か

ら
も
流
出
し
た
大
量
の
土
砂
が
大
井
川
本

流
の
河
岸
に
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
地
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
一
角
に

所
在
し
て
お
り
、
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

ま
す
。

　

今
年
の
６
月
に
は
、
大
井
川
下
流
に
富

士
山
静
岡
空
港
が
開
港
の
予
定
で
あ
り
、

南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
赤
崩
を
は
じ

め
と
し
た
大
井
川
上
流
部
の
荒
廃
地
の
森

林
へ
の
復
旧
は
地
元
か
ら
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー 
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報
連
絡
官　

坂　
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内
に
所
在
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
の
榛
名
工
場

（
渋
川
市
）
と
利
根
川
ビ
ー
ル
工
場
（
千
代

田
町
）
の
上
流
部
に
位
置
し
、
両
工
場
が

消
費
す
る
地
下
水
以
上
の
水
量
を
育
ん
で

い
ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
、「
天
然
水
の
森
」
に
お

い
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
水
源
か

ん
養
林
と
し
て
高
い
機
能
を
持
つ
森
に
育

て
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、

人
々
が
自
然
と
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
森

づ
く
り
や
そ
の
た
め

の
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
署
で
は
、
水

土
保
全
機
能
が
高
く
、

針
広
混
交
林
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
こ
の
森

林
に
つ
い
て
、
民
間

締結式の様子

関東森林管理局で協定を締
結したサントリー(株)鳥井
副社長と中岡群馬署長

赤崩から大井川を望む
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